春池
色付いた山の肌。
眼前に、湖面から枯れ木の突き出した山上湖。
水の色は、計り知れない深い緑。
まるで竜のような立派な魚が、派手なしぶきをあげて跳ねた。
あいつの泳ぐ姿を見てやる。
そう思って、服を着たまま飛び込んだ。

水が冷たすぎる。それは分かっていたが、…潜った。
あの魚は何処に行った？…息の続く限り探した。
信じられない事に、水の中を花びらが舞っていた。
その真ん中に、桜の木が、花を着けていた。
水の中で咲いていた。

木の横を、さっきの魚がゆっくりと泳いで行った。
こちらの体よりもはるかにでかい。二メートルくらいはある。

寒さに耐えきれず、水から上がった。
小枝を集めて、火を起こした。

水のあの冷たさで、よく死ななかったものだ。
あのでかい魚に、よく食われなかったものだ。

こんな山の上の湖で、魚のあの大きさは何だ？
池の底に咲いてた桜と、何か関係があるのか？
背筋が凍りそうなのは、こんな不思議な湖の水に浸かったせいか？
体中の毛が、ことごとく逆立つ。
焚火 (たきび)の炎が暖かい。
胸に、桜の花びらが一枚、張り付いていた。
